
 
 
 
 
 

組み立て 
 

この度はお買上いただき誠にありがとうございます。 

 

ウォーターローワーは、輸送中の破損防止の為、仮組みの状態で 2 つの箱に 

梱包されています。組立ては 20 分程度で出来ます。 

 
 

組み立て時の注意！ 
 

• このマニュアルの組み立て順に、必ず従って下さい。 

 

• ステップ 2 が終了するまでは全てのボルトを仮止めとして下さい。その後、全

ての 

ボルトを絞めますが、あまりきつくしないで下さい。初めてお使いになる場合、 

使用開始後 4～6 週間後に増締めをして下さい。 

 

• ボルトがナットに入れにくい場合は、無理をせずに、一度緩めてからもう一度、 

締め直して下さい。 

 

• ウォーターローワーの組み立てに問題がある場合は、巻末のトラブルシューテ

ィングをご参照下さい。 
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内容物の確認 
 

 

 

 

組立前の確認 

 必ず軍手や手袋などで手を保護してから組み立てを行って下さい。 

 組み立て手順に従って指定された位置のボルトは確実に止め、組み立てて下さい。 

※ネジが緩いと危険です。 

 組み立て時は床などを傷つけないよう十分ご注意下さい。 

 ストーブやコンロなど、火気のある場所ではそれらの器具から十分に離れた場所でお使い下さい。 

 必ず屋内で使用し、水のかかる場所や直射日光のあたる場所での使用は避けて下さい。 

 使用中に組み付けたボルトが緩んできた場合は再度、組立手順にもとづき、増締めを行って下さい。 

 ベンジン・酸・熱湯・シンナー・ミガキ粉・石油などでのお手入れは避けて下さい。 

必ず堅く絞ったぞうきんなどで、拭くなどして下さい。 

 開封時に部品点数を確認して、足りない場合は販売店へご連絡下さい 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

    

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  
 

 

レールクロスボルト×1 レールクロスナット
×1 

レールダウンボルト×1 M8 ボルト×3 

 

5mm L 型レンチ×1 3/16 L 型レンチ×1

 
フレームエンドキャップ
×1 
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組立手順 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 
 箱を開けて本体以外の部品を全て取り出します。 

 

2. 

箱を横にゆっくり倒して本体を引き出すようにし

て箱から出します。 

 

3. 

 シートフレームを裏返しにしてシートストッパーの

ボルトを 3/16 L 型レンチを使って外します。 

  

 

4. 

シートフレームの向きを元に戻してシートを 

差し込みます。 

（注）シートの向きを間違えないようにして下さい。 

 

 

使用工具 

3/16 L 型レンチ  
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5. 

再びシートフレームを裏返して、 

№3 で取り外したシートストッパーを 3/16 Ｌ型レン

チを使って取り付けます。 

 

 

6. 

M8 ボルトを右図の部分へ 5mm L 型レンチを使って

締め付けます。 

 

7. 

右図の部分も M8 ボルトを 5mm L 型レンチを使っ

て締め付けます。 

 

使用工具 

3/16 L 型レンチ 

 

使用工具 

5ｍｍ L 型レンチ 

 

使用部品 

M8 ボルト 

 

使用工具 

5ｍｍ L 型レンチ 

 

使用部品 

M8 ボルト 

 

組立手順 
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組立手順 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. 

シートフレームをフットボードの間に差し込みます。 

 

9. 

右図のようにシートレールの凹んだ部分が 

レールラインの凸に乗るようにスライド 

させて下さい。 

レールライン凸 

シートレール凹 

 

10. 

フットボードの裏の右横にある孔とレールラインの

孔にレールクロスボルトを差し込みます。 

使用部品 

レールクロスボルト 
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組立手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11. 
フットボードの裏の左横にある孔とレールラインの孔

にレールクロスナットを差し込み,指で仮締めします。 

 

使用部品 

レールクロスナット 
 

 

12. 
フットボード手前のシートレールの孔にレールダウン

ボルトを差し込み、指で仮締めます。 

 
使用部品 

レールダウンボルト  

 

13. 

本体のシートを一番前まで移動してから立てます。 

14. 
タンク裏の孔に M8 ボルトで奥にあるタンクサブフレー

ムに固定します。作業工程 10～14 までのボルトを全

て 5mmL 型レンチで本締めします。 

使用工具 

5mm L 型レンチ 

 

使用部品 

M8 ボルト 
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組立手順 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

15. 

 フレームの先端にフレームエンドキャップをはめ込

みます。 

 

16. 

ハンドルを引っ張り右図のハンドルストッパーへ掛

けます。 

 

使用部品 

フレームエンドキャップ 

 

 

以上で組立完了です。 
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タンク給水、排水方法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

使用部品 

補水ポンプ 

 

 

水の給水方法 

右図の矢印の部分のゴム栓を外して付属の給水ポ

ンプやホースなどを使用して水を入れます。 

入れる量に応じて負荷も変わってきます。 

必ずレベルゲージ内で収めましょう。 

 

注意）水が溢れない様に注意しながら給水してください。 

 

水の排水方法 

タンクのゴム栓を外して付属の給水ポンプを使って

バケツなどを用意して水を抜き取ります。 

 

ポイント）タンク内の水が濁りだしたら交換しましょう 

ゴム栓を強く締めて完了です。 
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モニター操作方法 
 

 

始めに 

マイロアーのパフォーマンスモニターはレベルの高い技術的柔軟性と使いやすさを均等にすることを

目的とし、デザインされました。 

① intensity – 運動量 –１秒に進むメートル数を表示。 

② strokerate – ストロークレート – 1 分間におけるストローク数を表示。 

③ distance – 距離 – 様々な単位により、漕いだ距離やカロリーなどを表示。 

④ time –時間–運動時間を表示 
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モニター使用方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

①運動量ウィンドウ（intensity window） 

この画面では速度（または平均速度）を、m/s(メー

トル/秒)、で表しています。 

 

 

②距離ウィンドウ (distance window) 
この画面では距離の表示を、それぞれメート

ル、マイル、キロ、ストローク単位で表すこ

とができます。 

またカロリーも表示されます。表示を変更す

るにはONボタンを押してください。 

 

 

③時間ウィンドウ (time window) 
この画面では運動時間が表示されます。 

 

カウントをゼロにする場合 

画面の数字をリセットするには OK を長押しします。
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ボルトが穴に合わない場合 

 
1. すべてのボルトをゆるめてからもう一度お試し下さい。 

 
 

モニターが動作しない場合 
 

1. 乾電池（単 3×2 本）の残量を確認し、正しい極にセットして下さい。 
2. ドライバーで、モニターにあるネジ 2 個をとり、基盤にコネクターが確実につな

がっているかご確認下さい。もし、それでも直らない場合は、一度弊社までご連
絡下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

保証期間内に製品不良が発生した場合は、お名前、ご住所、電話番号、シリアルナン

バー、ご購入日、問題点を販売店へご連絡下さい。 
 
 

※フットストラップとリコイルゴムは消耗品ですので、製品不良以外の理由は保証の

対象外となります。尚、リコイルゴムが伸び始めても、リコイルゴムの止め具の位置

を動かすことで多少寿命が伸びます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

トラブルシューティング  


